
2泊3日11 24 262017年 月 日 日 19:00 開会式　金 日

　　　　2017年10月13日（金）17時申込締切 　　　　 湘南国際村センター（神奈川県三浦郡葉山町）場　　所
Venue : Shonan Village Center (Hayama-machi, Miura-gun, Kanagawa)

Dates : 24-26 November 2017 19:00 Opening Ceremony

Application Deadline: 5pm 13 October 2017

テーマ Theme

Keynote
Lecture

基調講演 脱国家的アクターの可能性
人の移動と国家の“せめぎ合い”を超えるには

The possibility of a transnational actor-How to overcome
conflicts between the human mobility and the nation states

陳　天璽氏　Dr. CHEN Tien-shi
早稲田大学教授　(Professor, Waseda University)
プロフィール Profile
早稲田大学国際学術院教授、無国籍ネットワーク代表理事。
横浜中華街生まれ。国際関係に翻弄され生後間もなく無国籍となる。移民、無国
籍者に注目した研究に従事。筑波大学大学院国際政治経済学博士。ハーバード
大学フェアバンクセンター研究員、日本学術振興会（東京大学）研究員、国立民
族学博物館准教授を経て現職。著書に『華人ディアスポラ』（明石書店）、『無国
籍』（新潮社）、編著に『パスポート学』（北海道大学出版会）など。

◆インカレ国際セミナーとは？
　What is the Inter-College International Seminar?
2003年に始まった「インターカレッジ国際セミナー」。
首都圏の複数の大学から学生と先生が集い、アジアの
政治経済・安全保障・環境問題などを2泊3日で学びます。
The Inter-College International Seminar started in 2003.
Students and professors from various metropolitan 
universities gather to study Asia-related political
economy, security, and environmental issues among 
others for a 3-day seminar.

◆インカレ国際セミナーでは…
　The Inter-College International Seminar offers…
　複数の大学の学生と出会えます
　宿泊型・短期集中で学べます
　少人数制の分科会で知識を深め、専門性を高めます
　深く熱いディスカッションができます
　第一線で活躍する講師が皆さんの学びに伴走します
　An opportunity to meet students from various universities
　An opportunity to experience a short-term, concentrated, 
　stay-over study program
　An opportunity to deepen one’s knowledge in small 
　group sessions and to increase one’s expertise
　An opportunity to participate in logical, heated
　discussions
　Study sessions led by respected lecturers who are 
　active at the front line

主　　　催　　　 公益財団法人かながわ国際交流財団
Organized by Cosponsored by

共　　　催　　　神奈川県
　　　Kanagawa International Foundation (KIF)　 Kanagawa Prefecture

協　　　力　　　インカレ国際セミナー組織委員会 
Cooperated by　　Inter-College International Seminar Organizing Committee インカレ国際セミナー 検　索

Japan in Asia: Confronting New Serious ChallengesJapan in Asia: Confronting New Serious Challenges

アジアアジアの中のの中の日本日本
－－新たな試練新たな試練にどうにどう立ち向かうか立ち向かうか

第 15回インカレ国際セミナー　The 15th Inter-College International Seminar第 15 回インカレ国際セミナー　The 15th Inter-College International Seminar



　私たちは急速に変化し複雑な世界にいます。特
にグローバリゼーションという現象は経済的相互依
存関係を格段に深化させ、主権国家、国際機関、
市民社会に至り、経済のみならず政治や社会の領
域に大きな影響を与えています。グローバリゼーシ
ョンには明確な定義はありませんが、政治・経済・
社会が相互に繋がりその一体性が深まり、地理的
空間性を縮め、私たちの世界の見方は変わろうとし
ています。一方、貧困や不平等、紛争、気候変動、
移民・難民の大量発生、テロやサイバー安全保障
などの問題も増し、内向きのナショナリズムやポピュリズム、保護主義など反
グローバルや反自由貿易の動きも急速に高まっています。本セミナーの主要な
対象とするアジア地域では経済成長を享受する一方で、北朝鮮の核・ミサイル
開発、南シナ海や東シナ海の海洋をめぐる安全保障の問題、広域的自由貿易
圏の進展、エネルギーや環境問題等、一国のレベルだけでは解決が難しい問
題群が山積みです。国際関係の主役であった国家に加え、国際機関、自治体、
市民社会（NGO・メディア・アカデミアなど）なども地球社会の諸問題の解
決に向け積極的に発信し解決に向け努力しています。本セミナーでは、トラン
プ政権のアジア政策とイギリスのEUからの離脱、中国の台頭と新たな経済圏
（一帯一路）、核開発をめぐる安全保障と外交、海洋の安全保障と国際法、環
境破壊と持続可能な開発の５つの分科会を設け、具体的な問題と政策、解決
に向けての議論を深めていきます。基調講演には、国際社会の変動の中で移
住者や無国籍者との共生の問題を研究し活躍されている陳天璽氏をお迎えし、
「脱国家的アクター」の国際問題における可能性を議論します。これからのア
ジアと世界を背負っていく大学生たちの豊かな発想と逞しい行動力なしに、ア
ジアの平和と安定がないのは明らかです。人生は“一期一会”、皆さんの積極
的な参加を期待しています。

We live in rapidly changing and complicated world in which 
globalization has further significant impact on the economic, 
political and social issues of sovereign states, intergovernmen-
tal agencies and civil societies. There is no clear definition to 
describe the deepening economic interdependence, which 
produces economic wealth reshaping the world into a more 
single, interconnected socio-political-economic entity. The rapid 
integration of various societies is clearly transforming our ideas 
of our global view through complex social relations and other 
processes. We have witnessed the global problems of poverty, 
inequality, conflict, climate change, refugees, terrorism and 
cyber security and many other challenges. We now see the rise 
of nationalism, populism, and protectionism which are seen to 
be anti-globalism and anti-free trade. It is necessarily to deepen 
our understanding of the impact of globalization by challenging 
our traditional assumptions and analyzing the dynamic changes 
in Asia. Asia has shown a remarkable economic growth but a 
number of conflicts still remain. This three day inter-college 
seminar will provide an interdisciplinary platform for students 
considering the roles of nation states, inter-governmental 
organizations and civil societies. We provide five key sessions 
and you will find wonderful opportunities to explore US 
diplomacy and Brexit, China’s foreign economic policy, nuclear 
weapon and missile issues in the security field, territorial 
disputes, and environmental problems in this region. I hope all 
of you will soon make new friends with whom you can learn, talk, 
and enjoy a memorable time at the 15th inter-college seminar.

新たな試練にどう立ち向かうか Confronting New Serious Challenges in Asia

組織委員　Organizing Committee Members

インカレ国際セミナー組織委員会委員長　Chair, Inter-College International Seminar Organizing Committee

　 （東海大学教授） Katsuhiro Sasuga (Professor, Tokai University)

貴家　勝宏 東海大学教授（委員長） Katsuhiro Sasuga Professor, Tokai University（Chair）
椛島　洋美 横浜国立大学教授 Hiromi Kabashima Professor, Yokohama National University

小林　正典 海洋政策研究所研究員 Masanori Kobayashi Research Fellow, Ocean Policy Research Institute

小久保　康之 東洋英和女学院大学教授 Yasuyuki Kokubo Professor, Toyo Eiwa University

黒川　修司 東京女子大学教授 Shuji Kurokawa Professor, Tokyo Woman’s Christian University

林　　載桓 青山学院大学准教授 Jaehwan Lim Associate Professor, Aoyama Gakuin University

奥迫　　元 早稲田大学准教授 Hajime Okusako Associate Professor, Waseda University

大芝　　亮 青山学院大学教授 Ryo Oshiba Professor, Aoyama Gakuin University

瀬田　　真 横浜市立大学准教授 Makoto Seta Associate Professor, Yokohama City University

山田　　敦 一橋大学教授 Atsushi Yamada Professor, Hitotsubashi University

浅沼　知行  Tomoyuki Asanuma Director, Shonan Village Academic Research Center,
Kanagawa International Foundation (KIF)

（公財）かながわ国際交流財団
湘南国際村学術研究センター長

（アルファベット順／ in alphabetical order）

プログラム 　Program

貴家　勝宏

１日目   Day 1
17:00 受付開始   Registration
18:00 夕食  Dinner
19:00 開会式  Opening Ceremony

19:10

基調講演［共通セッションⅠ］
Keynote Lecture [Common SessionⅠ]
基調講演で視野を広げよう
Widen your horizons through the keynote lecture

20:50 分科会説明  Explanation of Discussion Groups

21:30
分科会演習Ⅰ　Group DiscussionⅠ
ともに学ぶ仲間と出会おう
Meet fellow students in your fi eld

２日目   Day 2

9:00
分科会演習Ⅱ　Group DiscussionⅡ
議論の切り口を探ろう
Take a deeper look at the main theme for discussion

10:15
共通セッションⅡ  Common SessionⅡ
アジアと日本への理解を多角的に深めよう
Consider Asia and Japan from diverse viewpoints

11:45 昼食　Lunch

13:00
分科会演習Ⅲ  Group DiscussionⅢ
議論の論点を絞ろう
Get down to the basics of the argument

15:00 休憩　Break

16:00
分科会演習Ⅳ　Group DiscussionⅣ
積極的な意見交換で議論を深めよう
Delve deeper into the discussion through active exchanges of views

18:00 夕食　Dinner

19:00
分科会演習Ⅴ　Group DiscussionⅤ
明日の発表に向けて準備を進めよう
Prepare for tomorrow’s presentation

3日目　Day 3

9:00
分科会演習Ⅵ　Group DiscussionⅥ
発表に向けてラストスパート！
Final spurt before the presentation!

12:00 昼食　Lunch

13:00

分科会発表［共通セッションⅢ］
Group Presentations [Common SessionⅢ]
ディスカッションの成果を発揮しよう
Demonstrate the results of the discussion

15:20 閉会式　Closing Ceremony



　当分科会では、以下の3点を踏まえ、アジアにおける持続可能な地域秩序の構築に
向けた日本の安全保障外交の在り方について議論する。
(1) 安全保障は曖昧かつ政治的な概念である。一度安全保障問題となると、いかなる
事柄も時に有無を言わさぬ訴求力を帯びる。近年の安全保障概念の拡張や安全保
障化もその証左である。したがって議論に際しては、拠って立つ安全保障概念につ
いてできる限り明確化する必要がある。
(2) 北朝鮮の核ミサイル開発、中国の台頭に伴う懸念、領土問題及び歴史問題等を個
別の案件として切り分けて対処しても解決は難しい。そのため、俯瞰的な視点から
地域協力の枠組み・制度を構築すべく、包括的・多角的な安全保障外交の確立が
求められている。

(3) 持続的な地域安全保障協力の実現には、政府のみならず、NGOや企業、自治体
等を含む多様なアクターの関与も欠かせない。従来安全保障の客体とされてきた非
国家アクターが、安全保障外交の主体として担える役割について検討することは大
きな意義と可能性をもつ。
　今後のアジアの地域秩序の帰趨は確実にアジアを超えて世界全体の平和と安全を
めぐる将来に多大な影響を及ぼすことになる。参加者には是非、グローバルな視点に
立ち、旺盛で創造的な議論を展開してもらいたい。
〈参考文献〉
①遠藤誠治・遠藤乾編『シリーズ日本の安全保障1　安全保障とは何か』岩波書店、
2014年
②川島真編『シリーズ日本の安全保障5　チャイナ・リスク』岩波書店、2015年
③木宮正史『シリーズ日本の安全保障6　朝鮮半島と東アジア』岩波書店、2015年　EU離脱（Brexit）に踏み切ったイギリス、「アメリカ第一主義」に舵を切るトランプ

政権……。二大指導国が国際秩序に背を向けようとしている今、世界はどう対応すべ
きか。これが本セッションの大きなテーマである。英米を非難するのはたやすいが、実
は日本こそ「ニッポン第一主義」でやり過ごしてきたのではないか。2016年に日本が
認定した難民数は26人。ODAは削減が続き、南スーダンPKOからは自衛隊を引き揚
げた。アベノミクスも（世界ではなく）日本の経済成長が狙いである。リーダー不在の
世界を変えるための指針を話し合ってみよう。
　まずは各自、次のような論点についてリサーチしてくること。参加者と共有できる資
料やメモを持参されたい。
(1)Brexit は、ヨーロッパ（さらには世界）のさまざまな秩序にどのような影響を与え
ようとしているか。具体例をあげよ（以下同じ）。
(2)トランプ政権は、アジア太平洋（さらには世界）のさまざまな秩序にどのような影響
を与えようとしているか。
(3)上記の国際秩序に、これまで日本はどのような貢献をしてきた（またはしてこなかった）か。
(4)以上より、これからの世界のリーダーシップはどうあるべきか考えよう。
〈参考文献〉
①イアン・ブレマー『「Gゼロ」後の世界──主導国なき時代の勝者はだれか』日
本経済新聞出版社、2012年
②細谷雄一『迷走するイギリス：ＥＵ離脱と欧州の危機』慶應義塾大学出版会、
2016年
③トランプ政権に関する論文（複数）※参加者に後日メール配信

　中国の主導する「一帯一路」構想は、陸と海のシルクロードを中心とする経済交
流策で、アジアの旺盛なインフラ整備向けの資金供給と、貿易と投資の円滑化、さ
らには金融協力や人的交流を含む包括的な経済圏構想である。沿線諸国と中国と
の相互連携の強化を目指すもので、ユーラシア大陸に広がる巨大経済圏構想は、
中国による新たな国際経済秩序作りの一環とも見られている。2017年5月に開催
された初の一帯一路国際フォーラムには130余りの国や国際機関が高官や与党幹部
を派遣し、期待と関心の高さを示した。世界経済の重心がアジアへとシフトし、域
外国もアジアの経済成長を自国のビジネスチャンスに結び付けたいとの思惑から参
加が相次いでいる。資金供給機関としてのアジアインフラ投資銀行（AIIB）も
2016年から始動している。世界第2位の経済大国となった中国が自由な貿易や直
接投資を通じて、さまざまな国々と通商関係における結び付きを強めることは、世
界経済全体の成長持続に資するものである。一方で、従来の米国主導の国際秩序
や国際機関との連携・協調の体制が構築されるのか、それとも大競争時代に入り、
中国主導の経済秩序がアジアで構築されていくのか、歴史的な転換期を迎えている。
客観的な立場からグループでの議論を通じ、課題を掘り下げてアジアの将来像を一
緒に構想しましょう。
〈参考文献〉
①青山瑠妙（2016）「台頭を目指す中国の対外戦略」、『国際政治』、Vol.183、pp116-130
②佐野淳也「一帯一路の進展で変わる中国と沿線諸国との経済関係」、『JRIレビュー』、Vol.4 No.43
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/jrireview/pdf/9832.pdf
③江原規由（2017）「一帯一路戦略の最近の展開とビジネス・チャンス」、『国際貿易と投資』、No.108
http://www.iti.or.jp/kikan108/108ehara.pdf
④Weidong Liu(2016)「An Introduction to China’s Belt and Road Initiative」、Oxford 
International Infrastructure Consortium Global Infrastructure Conference 2016
https://www.law.ox.ac.uk/sites/files/oxlaw/oxford_belt_and_road_initiative-liu_weidong.pdf

　海をめぐる対立と紛争が深刻化している。日本の安全保障上の最大の関心事となっ
た東シナ海はもちろん、南シナ海をめぐる諸国の動きは世界的な注目を集めている。
本分科会では、海をめぐる新たな状況をどのように理解し、またどのような選択をすべ
きか、ともに考えを進めていきたい。具体的には、下記の問いに対する解答を探りつつ、
議論を進めていきたい。
・なぜ近年、海をめぐる問題が噴出するようになったのか。
・中国の「積極的な海洋進出」はなぜ始まり、どのように進行してきているのか。中国の
動きに対し、アメリカはどのような戦略を打ち出してきたのか。

・紛争の緩和や解決に既存の国際法制度はどれほど役に立つのか。海をめぐる問題の
管理には、国際法制度を含む、どのような国際協力の枠組みが必要なのか。

・これらの課題に日本は何ができるのか。
　最終的には、参加者全員が、東アジアの国際情勢の現状を理解した上で、将来を
思い描くことができるようにしたい。事前学習として、以下の3冊の該当箇所を読みこ
み、議論するための基礎知識を得ておくことが求められる。
〈参考文献〉
①ビル・ヘイトン（安原和見訳）『南シナ海：アジアの覇権をめぐる闘争史』（河出書房
新社、2015年）（4、5、6、7章）
②豊下樽彦『「尖閣問題」とは何か』（岩波書店、2012年）
③「焦点：南シナ海比中仲裁後のアジアの海」『国際問題』（2017年3月号所収論文）

　Exponential growth in demands for resources and energy continue to increase pressures 
on the planet and undermine the foundation of long-term sustainability for well-being and 
prosperity of the present and future generations. Disparity persists in access to resources 
and energy. Consequently, socio-economic gaps pervade. While innovative measures and 
good practices have emerged for sustainable resource management, limited social capacity 
impedes attempts to promote sustainable resource management in many parts of the 
world. What are the key success factors for collective actions to promote sustainable 
resource and energy management? What are the common features in successful actions to 
tackle climate change, biodiversity conservation, waste management and other 
sustainability challenges? What are the policy and institutional gaps in achieving SDGs in 
this context? What can be done to overcome such conundrums? These are some of the 
questions that the group will address. The group will analyze case studies, and strive to 
understand driving forces and their impacts as well as the stakeholder interface so as to 
materialize plausible solutions. The students are expected to acquire better understanding 
on the trajectory of resource use and its impacts. The students will discuss how 
sustainability challenges can be addressed under the framework of the Sustainable 
Development Goals (SDGs) adopted in 2015 as the 2030 Development Agenda. Through 
the discussions, the students are expected to improve their presentation skills.

〈Reference〉
(1)Kobayashi, M. 2014. Participatory Sustainability Research for Risk Management and 
Leadership Development. In: Kaneko, N., Yoshiura, S. and Kobayashi, M. eds, Sustain-
able Living with Environmental Risks. Springer.

　https://link.springer.com/book/10.1007/978-4-431-54804-1
(2)United Nations Environment Programme (UNEP) and Asia Pacific Forum for Environ-
ment and Development (APFED). 2015. Casebook on Innovative Activities for Achiev-
ing Sustainable Development in Asia and the Pacific. Match-Up. Tokyo. 

   http://wedocs.unep.org/handle/20.500.11822/9494 
(3)United Nations. 2015. Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable  　　　

Development. A/RES/70/1. 　
http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=A/RES/70/1&Lang=E

講師：小久保康之、山田敦
Brexit and America First
ブレグジットとアメリカ第一主義

＊分科会の詳細はKIFホームページでご確認ください。 
　For more information, please check the KIF website.→

分科会
A

講師：黒川修司、奥迫元
Designing New Security Diplomacy
新しい安全保障外交の構想分科会

C

講師：林載桓、瀬田真
Maritime Security and International Law
海の安全保障と国際法分科会

D

Lecturers: Hiromi Kabashima and Masanori Kobayashi

Safeguarding the Environment and Sustainability
 in Pursuit of Sustainable Development 
‒ Strategies to catalyze collective actions for SDGs

Group
E

講師：貴家勝宏、大芝亮

China and “One Belt, One Road” 
‒ Changing Asian economic order

中国と「一帯一路」構想
 － 変容するアジアの経済秩序

分科会
B

分科会 Discussion Groups

アジアを読み解く5つのテーマ
Five Themes for Deciphering Asia

英語で討論します。 Language: English

＊ノートPCやタブレットPCをお持ちの方は是非ご持参ください。 
　なくても問題はありません。
　It is encouraged to bring your own laptop or tablet PC for discussion group. 
　It’s no problem even if you don’t have one.

＊都合によりプログラム、講師は変更する場合があります。
　Program contents and lecturers are subject to change.

https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/jrireview/pdf/9832.pdf
http://www.iti.or.jp/kikan108/108ehara.pdf
https://www.law.ox.ac.uk/sites/files/oxlaw/oxford_belt_and_road_initiative-liu_weidong.pdf
https://link.springer.com/book/10.1007/978-4-431-54804-1
http://wedocs.unep.org/handle/20.500.11822/9494
http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=A/RES/70/1&Lang=E


参加資格：東アジアの政治や文化、開発などに興味を持つ
大学生、大学院生および若手社会人。専門分野は問いませ
ん。参加者は事前学習をしてから参加することが求められま
す。使用言語は日本語または英語です。通訳はつきません。

●バスをご利用の場合
▶JR逗子駅前1番乗り場より16系統、26系統「湘南国際村センター前」行きバスに
乗車、終点の「湘南国際村センター前」で下車。（所要時間約30分、料金350円）
※このバスは2～3分後に京急新逗子駅前１番乗り場に停車します。
▶京急汐入駅前2番乗り場より16系統「湘南国際村センター前」行きバスに乗車、
終点の「湘南国際村センター前」で下車。（所要時間約30分、料金380円）
●タクシーをご利用の場合
▶JR逗子駅前タクシー乗り場より「湘南国際村センター」まで
　約15分。料金約2,900円。
日本語：http://www.shonan-village.co.jp/access.html
English：http://www.shonan-village.co.jp/svc/access.html
バス時刻表：
　http://www.kifjp.org/wp/wp-content/uploads/2014/02/bus-time-table-20160716.pdf

合格通知：応募者は組織委員によって審査され、10月26日
までに全員に合否メールを送信します。合格者には参加費の
振込先口座も併せてメールでご連絡しますので、11月6日ま
でに参加費をお振り込みください。

Qualification : Undergraduate/graduate university students in any 
specialized field, and young workers interested in East Asian politics, 
culture, development, etc.. Note that participants are required to read 
the references beforehand. This seminar will be conducted in Japanese 
or English. No interpretation is provided.

Dates: 24- 26 November 2017
Registration begins at 5 pm on 24 November. If you will arrive late due to 
responsibilities at your university etc., please complete the registration at 
least 15 minutes before the opening ceremony. Participants are expected 
to stay for the entire duration of the seminar.

How to apply : Please fill out the application form and send it to the 
secretariat by E-mail, to arrive no later than 5:00 pm (Japan time) on 
13 October. Please make sure to receive a reply E-mail from the KIF 
Secretariat. If you don’t receive a reply E-mail, please contact the 
secretariat by telephone. The application form can be downloaded from 
the Kanagawa International Foundation website.
http://www.kifjp.org/nimp/incolle

Notification of approval : Applications will be reviewed by the Organi
zing Committee. The results will be notified to all applicants by E-mail 
by 26 October. The participation fee must be deposited in the desig
nated bank account by 6 November. The details will be sent directly to 
the selected participants.

Venue : Shonan Village Center, 1560-39 Kamiyamaguchi, Hayama-machi,
Miura-gun, Kanagawa 240-0198 
http://www.shonan-village.co.jp/svc/

Cancellation : If you have to cancel your attendance, please contact the 
secretariat as soon as possible. Participation fees will be refunded after 
deduction of the cancellation fees and bank charges after the seminar.

Secretariat : 
Kanagawa International Foundation (KIF)
Shonan Village Academic Research Center
1560-39 Kamiyamaguchi, Hayama-machi, Miura-gun, Kanagawa 240-0198
TEL: 046-855-1821  E-mail: incolle@kifjp.org 
Office hours: Monday – Friday; 9:30-17:00 (except national holidays)
(Should you have any questions, please contact us as indicated above.)
URL：http://www.kifjp.org/nimp/incolle

Fee : ￥23,000
This fee covers accommodation and meals.（￥8,000 for foreign students. 
Please note that there will be a selection process.）

Certificate : Each participant will receive a certificate upon successful 
completion of the seminar.

Number of participants : 80

Accommodation : Shared room with 2 to 6 people of the same sex.

期間：2017年11月24日（金）～11月26日（日）2泊3日
11月24日の午後5時から開会式会場前にて受付を行います。
大学等の理由により遅れる場合には、遅くとも開会式の15
分前までに受付を完了してください。なお、参加者は全プ
ログラムに参加するものとします。

応募方法：参加申込書（PDF）をかながわ国際交流財団の
ホームページからダウンロードし、必要事項を入力の上、
E-mailにて10月13日17時必着でお申し込みください。申込
書の送信後、受領確認メールがお手元に届いたか必ず確認
してください。確認メールが届かない場合は、事務局までお
電話でご連絡ください。
【参加申込書ダウンロード】http://www.kifjp.org/nimp/incolle

お問合せ・お申込み：
（公財）かながわ国際交流財団 湘南国際村学術研究センター
インカレ国際セミナー事務局
〒240-0198　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39
　　　　　　湘南国際村センター内
TEL：046-855-1821（9:30～17:00 土日祝日をのぞく）
E-mail：incolle@kifjp.org
URL：http://www.kifjp.org/nimp/incolle

場所：湘南国際村センター
〒240-0198　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39
http://www.shonan-village.co.jp/

キャンセルについて：都合により参加を取り消される場合は、
すみやかにセミナー事務局までご連絡ください。所定のキ
ャンセル料を差し引いた額を、セミナー終了後に返金します。

定員：80名

宿泊：同性での複数人部屋（2～6名）

費用：23,000円
宿泊費・食費込み（留学生8,000円 ※但し選考があります。）

修了証：本セミナーを修了した参加者に対して組織委員会
から修了証が交付されます。

会場のご案内

参加申込方法　 Application Information

Access

bus timetable

http://www.shonan-village.co.jp/
http://www.kifjp.org/nimp/incolle
http://www.shonan-village.co.jp/svc/
http://www.kifjp.org/nimp/incolle
http://www.kifjp.org/nimp/incolle
http://www.kifjp.org/nimp/incolle
http://www.shonan-village.co.jp/access.html
http://www.shonan-village.co.jp/svc/access.html
http://www.kifjp.org/wp/wp-content/uploads/2014/02/bus-time-table-20160716.pdf



